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第１ 平成 20 年度上半期の財政状況 

 
 
 
 
Ⅰ 補正予算のポイントは何ですか。 －予算編成のポイント－ 
 9月補正予算では、7月 28日に発生した金沢豪雨災害対策をはじめとして、新たな交流基盤を活用し
た人やモノの交流の拡大、地球温暖化防止対策、里山・里海の利用・保全、いしかわ景観総合条例に基

づく景観形成の推進、原油等価格高騰対策など、当初予算編成以後の社会経済情勢の変化を踏まえつつ、

新たな対応が必要となった施策について予算編成を行いました。 
 
 
Ⅱ どのような事業が盛り込まれているのですか。 －補正予算の重点施策－ 

 
１ 金沢豪雨災害関連 

   ・災害復旧・災害関連整備（砂防、河川、道路、農地など） 
・応急仮設住宅の設置 
・被災者に対する救助・生活の再建支援 

   ・局所的かつ短時間の集中豪雨に対応した水防計画の検証 
 
２ 人やモノの交流の拡大 

   ・台北便を活用した交流の促進 
   ・国際定期便（台北便・上海便・ソウル便）の冬期利用促進 

・静岡便就航に向けた取り組み 
・のとじま水族館パノラマ大水槽の整備（実施設計）（県民ふれあい公社）  

 
３ 地球温暖化防止の取り組み 

   ・いしかわ事業者版環境ＩＳＯの深化・ステップアップ 
   ・いしかわ学校版・地域版環境ＩＳＯ推進のためのエコギフトの還元 
   ・エコリビングの普及促進（マニュアルの作成など） 
   ・住宅の省エネ改修効果のモニタリング調査 
  
４ 里山・里海の利用・保全 

   ・生物多様性戦略ビジョンの策定に向けた調査・検討 
・生物多様性に配慮した農地整備のモデル実施（計画策定） 
・里山の利用・保全に向けた調査と取り組み手法の検討 
・いしかわ里山フェアの開催 
・里山における生物多様性の保全に向けたモデルプロジェクトの実施 
・七尾湾における里海創生プロジェクトの実施 
 

５ 美しい石川の景観づくりの推進 

   ・景観アセスメントガイドラインの策定 
   ・景観形成重要地域のエコサイン導入等への助成 
   ・白山眺望の視点場サインの設置 

    ・景観俳句大会・リーダー養成セミナーの開催 
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６ 医師確保・少子化対策の推進 

   ・緊急医師確保修学資金の創設 
・女性医師の就業継続支援 
・プレミアム・パスポート事業全国交流大会の開催 
・「子育ての詩」の公募・普及 
・いしかわ子どもの心のケアネットワークの構築 

 
７ 原油等価格高騰対策・連鎖倒産防止対策 

・経営安定支援融資（原油・原材料価格高騰対策分）の創設 
・地域商工業活性化融資（原油・原材料使用量削減対策分）の創設 
・漁業経営安定資金（燃油高騰対策分）の創設 
・サヨリ漁の省燃料漁具の実用化試験 
・農業経営改善促進資金（スーパーＳ）の新規融資枠の拡大 
・肥料費節減に向けた土壌診断への助成 
・連鎖倒産防止・災害対策融資の拡充 

 


